
試合会場レポート試合会場レポート
［試合番号］ 121 ［開催日］ 2017/11/11

［会場］ 深川市総合体育館深川市総合体育館

※本票の著作権は一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。

監督： 小林　敦

コーチ： 篠田　歩

通算ポイント： 9

通算： 3勝3敗

東レアローズ東レアローズ

1	

ポイント
0

26
第1セッ
ト

【0:30】
24

3	

ポイント
3

22
第2セッ
ト

【0:32】
25

16
第3セッ
ト

【0:23】
25

18
第4セッ
ト

【0:26】
25

第5セッ
ト
【】

【	】内はセット時間

監督： 川村　慎二

コーチ： 古田　博幸

通算ポイント： 16

通算： 5勝1敗

パナソニックパンサーズパナソニックパンサーズ

監督コメント監督コメント

　パナソニックのサイドア
タッカー陣を封じる事が出
来ず、苦しい展開となって
しまった。
　明日は1レグ最終戦となる
ので、白星先行で2レグを
迎えられる様、しっかりと
勝ち抜いていきたいと思
う。
　本日も沢山の応援、あり
がとうございました。

26

鈴木

（）

ギャビン

（）

深津

（今村）

山内

（）

24伏見

（）

富松

（落合）
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（）

福澤

（専田）

藤井

（佐野）

星野

（）

白澤

（）

清水

（関田）

渡辺 リベロ 永野

22

ギャビン

（）

富松

（落合）

深津

（山添）

山内

（）

25鈴木

（）

星野

（米山）

クビアク

（）

福澤

（）

伏見

（）

藤井

（佐野）

白澤

（）

清水

（）

渡辺 リベロ 永野

16

富松

（）

星野

（峯村）

深津

（山添）

山内

（）

25ギャビン

（阿部）

藤井

（佐野）

クビアク

（）

福澤

（専田）

鈴木

（）

伏見

（李）

白澤

（）

清水

（）

渡辺 リベロ 永野

18

ギャビン

（）

富松

（）

深津

（山添）

山内

（）

25鈴木

（米山）

峯村

（）

クビアク

（）

福澤

（専田）

李

（）

藤井

（佐野）

白澤

（）

清水

（）

渡辺 リベロ 永野 （伊賀）

（） （） （） （）

（） （） （） （）

（） （） （） （）

リベロ

監督コメント監督コメント

　今日のゲームはチーム全
員が我慢し、よく耐えた試
合だった。悪い流れを交代
選手が変え、最後まで集中
して挑めた。
　明日も全員で、最後まで
しっかり戦い抜きたい。
　本日もたくさんのご声
援、ありがとうございまし
た。明日もよろしくお願い
します。

Ｖ・プレミアリーグ男子	2017/18　レギュラーラウンド

［観客数］ 1,513 	［開始時間］ 12:00 	［終了時間］ 14:00 	［試合時間］ 	2:00 	［主審］ 村中　　伸 	［副審］ 桑原　健輔

（	）内は交代選手

要 約 レ ポ ー ト要 約 レ ポ ー ト

　今季、5勝目を狙うパナソニックパンサーズと上位をねらいたい東レアローズとの一戦。第1セット、序盤は一進一退の攻防で試合が

展開するが、東レ藤井のサーブから大きくリードを広げる。終盤はパナソニック清水のブロックアウトでデュースに持ち込むものの、

最後は星野のスパイクなどで東レが押し切った。

　第2セットは、中盤から東レが優位に試合を進めるが、パナソニック山内のクイック攻撃から6連続得点を挙げるなどして、逆転に成

功し試合の主導権を握った。最後は追いすがる東レを振り切って1対1のタイに持ち込んだ。

　第3セット、パナソニックは清水の活躍で終始リードを保ち、大差でセットを奪い、勝利に王手をかけた。

　第4セット中盤、パナソニック白澤の連続サービスエースからリズムをつかみ、最後は福澤のレフトからの効果的なスパイクで試合を

決めた。

■作成者　河村　克也



試合会場レポート試合会場レポート
［試合番号］ 122 ［開催日］ 2017/11/11

［会場］ 深川市総合体育館深川市総合体育館

※本票の著作権は一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。

監督： アーマツ　マサ

ジェディ

コーチ： 高橋　慎治

通算ポイント： 9

通算： 3勝3敗

ジェイテクトジェイテクトSTINGS

0	

ポイント
0

18
第1セッ
ト

【0:22】
25

3	

ポイント
3

18
第2セッ
ト

【0:21】
25

22
第3セッ
ト

【0:28】
25

第4セッ
ト
【】

第5セッ
ト
【】

【	】内はセット時間

監督： ヴコヴィッチ　

ヴェセリン

コーチ： サトレル　ティ

ネ

通算ポイント： 11

通算： 4勝2敗

JTサンダーズサンダーズ

監督コメント監督コメント

　セットスポーツである以
上、25点の内、勝敗を大き
く左右するポイントを取れ
なければ勝利へ結びつける
ことは難しい。今日は、そ
こを取るが事できないゲー
ム展開となった。
　またメンタリティの部分
でもファイティングスピ
リットが勝っていなかっ
た。明日は、もっとポジ
ティブに臨んでいきたい。
　次戦の勝利へ向けて、ま
た準備していく。
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福山

（）

カジースキ

（）

深津
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中島
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25久保山
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18

福山

（）

カジースキ

（）

吉岡

（）
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（）

25久保山
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袴谷

（）

筧本
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（）

浅野

（渡邉）

金丸

（）

エドガー

（）

山本

（）

興梠 （本間） リベロ 井上(航)

22

カジースキ

（）

袴谷

（柳澤）

深津

（）

中島

（金子）

25福山

（）

金丸

（）

吉岡

（）

山本

（）

久保山

（渡邉）

浅野

（松原）

筧本

（）

エドガー

（）

興梠 （本間） リベロ 井上(航)

（） （） （） （）

（） （） （） （）

（） （） （） （）

リベロ

（） （） （） （）

（） （） （） （）

（） （） （） （）

リベロ

監督コメント監督コメント

　1セット目は、良いゲーム
の入り方を出来ずに終盤ま
でリードされている状況
だったが、自分たちの流れ
を作り1セット目を取れたこ
とが大きかった。
　ミスも少なく、戦術的に
も自分たちのプラン通りに
チーム一丸となって戦えた
ことに対して、選手たちに
はおめでとうと言いたい。
　ファンの皆様、ご声援あ
りがとうございました。

Ｖ・プレミアリーグ男子	2017/18　レギュラーラウンド

［観客数］ 1,527 	［開始時間］ 14:35 	［終了時間］ 15:52 	［試合時間］ 	1:17 	［主審］ 浅井　唯由 	［副審］ 田中　昭彦

（	）内は交代選手

要 約 レ ポ ー ト要 約 レ ポ ー ト

　３勝２敗同士の対戦となったジェイテクトSTINGSとＪＴサンダーズの一戦。

　第１セット、２回目のテクニカルタイムアウトまでは一進一退の攻防が続いたが、JTは終盤・吉岡のブロック以降、効果的なブロッ

クが続き、深津や井上(航)の好レシーブもあり７連続得点をあげた大差をつけて逃げ切った。

　第２セット、ＪＴ・エドガーの活躍と、リベロ井上(航)の再三にわたる好レシーブがジェイテクトのミスを誘い、ＪＴが流れをがっち

りつかみセットをものにした。

　第３セット、序盤ジェイテクト・カジースキの強烈なサーブでＪＴの守備を崩し流れをつかむものの、中盤はＪＴ筧本などの連続ブ

ロックが炸裂し、逆転に成功。ジェイテクトは柳澤のスパイクで追いすがったが、ＪＴ山本のレフトからのスパイクをはじめエドガー

のライト攻撃が決まり、ＪＴがストレートでジェイテクトを下した。

■作成者　宮田　知己



試合会場レポート試合会場レポート
［試合番号］ 125 ［開催日］ 2017/11/12

［会場］ 深川市総合体育館深川市総合体育館

※本票の著作権は一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。

監督： 小林　敦

コーチ： 篠田　歩

通算ポイント： 12

通算： 4勝3敗

東レアローズ東レアローズ

3	

ポイント
3

25
第1セッ
ト

【0:29】
23

0	

ポイント
0

25
第2セッ
ト

【0:26】
20

25
第3セッ
ト

【0:31】
22

第4セッ
ト
【】

第5セッ
ト
【】

【	】内はセット時間

監督： ヴコヴィッチ　

ヴェセリン

コーチ： サトレル　ティ

ネ

通算ポイント： 11

通算： 4勝3敗

JTサンダーズサンダーズ

監督コメント監督コメント

　今日のゲームは攻守に渡
り、安定感のあるゲームが
出来た。
　今シーズン初スタメンの
峯村も、チームに活力を与
えてくれたと思う。
　来週から始まる2レグで
もしっかりと勝ち抜ける
様、準備を進めていきた
い。
　本日も沢山の応援ありが
とうございました。

25

ギャビン
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富松
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25

ギャビン

（）

富松

（）

吉岡

（）

深津

（）

22鈴木

（）

峯村

（井手）

筧本

（金子）

中島

（）

李

（）

藤井

（伏見）

エドガー

（）

山本

（）

渡辺 リベロ 井上(航)

（） （） （） （）

（） （） （） （）

（） （） （） （）

リベロ

（） （） （） （）

（） （） （） （）

（） （） （） （）

リベロ

監督コメント監督コメント

　1セット目の入りが非常に
悪く、1－8とリードされた
状況から23－23のスコアま
で立て直すことが出来た
が、惜しくも抜け出す事が
出来ず、1セット目を取れな
かった事が2セット目以降
のパフォーマンスに影響し
たと思う。
　勝利した東レアローズに
は、おめでとうと言いた
い。
　北海道のファンの皆様、
ご声援ありがとうございま
した。

Ｖ・プレミアリーグ男子	2017/18　レギュラーラウンド

［観客数］ 1,620 	［開始時間］ 12:00 	［終了時間］ 13:32 	［試合時間］ 	1:32 	［主審］ 田中　昭彦 	［副審］ 浅井　唯由

（	）内は交代選手

要 約 レ ポ ー ト要 約 レ ポ ー ト

　折り返しに向けて連敗を避けたい東レアローズと３連勝をかけた勢いに乗るＪＴサンダーズの一戦。

　第１セット、序盤は東レがＪＴのミスにつけ込み７連続得点をあげるものの、ＪＴ山本、エドガーの活躍で同点に追いついた。しか

し、東レは富松、ギャビンのスパイクが決まり、接戦を制した。

　第２セット、東レは峯村、鈴木の活躍で前半リードで折り返したものの、終盤はミスが重なりＪＴに追いつかれる。しかし、最後は

ギャビン、富松のスパイクで粘るＪＴを振り切った。

　第３セットは、東レがギャビンのスパイクを軸に、鈴木の活躍もあり効果的に得点を重ねることができた。一方ＪＴは吉岡、エド

ガーを攻撃の軸として善戦したが、要所でスパイクミスが重なり、リズムに乗りきれなかった。終始試合を優位に進めた東レが、３－

０で勝利を収めた。

■作成者　河村　克也



試合会場レポート試合会場レポート
［試合番号］ 126 ［開催日］ 2017/11/12

［会場］ 深川市総合体育館深川市総合体育館

※本票の著作権は一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。

監督： アーマツ　マサ

ジェディ

コーチ： 高橋　慎治

通算ポイント： 9

通算： 3勝4敗

ジェイテクトジェイテクトSTINGS

1	

ポイント
0

25
第1セッ
ト

【0:25】
22

3	

ポイント
3

20
第2セッ
ト

【0:22】
25

19
第3セッ
ト

【0:27】
25

21
第4セッ
ト

【0:23】
25

第5セッ
ト
【】

【	】内はセット時間

監督： 川村　慎二

コーチ： 古田　博幸

通算ポイント： 19

通算： 6勝1敗

パナソニックパンサーズパナソニックパンサーズ

監督コメント監督コメント

　昨日の敗戦から気持ちを
切り替え、今日は戦う気持
ちを出し、良くプレーして
くれた。しかし、ゲームの
勝敗を左右する場面で得点
できなかった。
長いリーグ戦の中で常に同
じメンバーで戦うことは難
しく、全員で勝利をつかみ
にいきたい。
次戦にファンの皆様へ勝利
を届けられるよう、しっか
りと準備していく。
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カジースキ

（）

袴谷

（）

クビアク

（久原）

深津

（）

22福山

（）

辰巳

（）

山内

（）

山添

（）

久保山

（）

柳澤

（）

清水

（）

福澤

（）

興梠 （本間） リベロ 永野

20

カジースキ

（）

袴谷

（）

深津

（）

山内

（）

25福山

（）

辰巳

（）

クビアク

（）

福澤

（）

久保山

（）

柳澤

（浅野）

白澤

（）

清水

（）

興梠 （本間） リベロ 永野

19

カジースキ

（松原）

袴谷

（）

クビアク

（）

深津

（）

25福山

（）

辰巳

（）

白澤

（関田）

山内

（）

久保山

（）

柳澤

（浅野）

清水

（）

福澤

（）

興梠 （本間） リベロ 永野

21

福山

（）

カジースキ

（）

深津

（渡辺）

山内

（）

25久保山

（）

清野

（）

クビアク

（）

福澤

（関田）

柳澤

（浅野）

金丸

（）

白澤

（）

清水

（）

興梠 （本間） リベロ 永野

（） （） （） （）

（） （） （） （）

（） （） （） （）

リベロ

監督コメント監督コメント

　流れが悪い中、1レグの最
後の試合に勝てたことはう
れしく思う。1レグで出た反
省・課題を消していき、2
レグに向けて調整していき
たい。
　本日も沢山のご声援あり
がとうございました。

Ｖ・プレミアリーグ男子	2017/18　レギュラーラウンド

［観客数］ 1,746 	［開始時間］ 14:10 	［終了時間］ 15:56 	［試合時間］ 	1:46 	［主審］ 桑原　健輔 	［副審］ 村中　　伸

（	）内は交代選手

要 約 レ ポ ー ト要 約 レ ポ ー ト

　連勝で上位での折り返しを狙うパナソニックパンサーズと前半戦勝ち越しを決めたいジェイテクトSTINGSの一戦。

　第１セット、ジェイテクトはカジースキのサーブが炸裂し６連続得点を序盤であげリードする。終盤パナソニックは福澤のスパイク

で追いつき、一時リードを奪うが、最後はカジースキのサービスエースでパナソニックを振り切った。

　第２セット、序盤は一進一退の攻防が続くが、終盤深津のサービスエースで流れをつかんだパナソニックがセットを取り返した。

　第３セット、終盤にパナソニック・クビアクの大活躍で流れを引き寄せ、最後は山内がダイレクトで打ち込み、セットを奪う。

　第４セット序盤、ジェイテクトはカジースキの効果的なスパイクもあったが、パナソニックは山内のクイック攻撃からチームが勢い

づき、終盤クビアクの技ありスパイクと福澤の気迫あふれるスパイクで得点を重ね、勝利をもぎ取った。

■作成者　宮田　知己


